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長崎市で採集された雌ジグモ毒液のGC/MS測定とワスレナグモ
（クモ目：ジグモ科）住居の発見

野 口 大 介1）

GC/MS measurement of a venom secreted by female Atypus karschii and a burrow of Calommata signata
(Araneae: Atypidae) found in Nagasaki City

Daisuke NOGUCHI1）

Abstract:A female Atypus karschii (25 mm long including chelicerae) was collected on the street in front of the Faculty
of Education, Nagasaki University on July 16, 2019. From the chelicerae of it secreted colorless liquid that ap-
peared to be a venom. Pyrolysis-GC/MS measurement revealed that the secreted liquid contained some com-
ponents such as aliphatic and aromatic compounds. In addition, a burrow of Calommata signata (Araneae:
Atypidae; Near Threatened) was also found nearby.
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は じ め に

2019年7月16日午前11時に，長崎大学文教キャンパ
ス教育学部前の路上にてジグモ雌（体長25mm；鋏角
を含む）を採集した（図1）．簡易的な同定は日本産
クモ類（小野2009）を参考にして行い，さらに農研
機構の馬場友希博士に標本による詳細な同定を行って
頂いた．
採集したジグモをスクリュー管瓶（アズワン製，容

量50 cc）に入れてしばらく観察したところ，鋏角か
ら透明な毒液と思われる液体を分泌した．また，ピン
セットで刺激を与えても，さかんに同様の液体を分泌

した．この液体の臭いを嗅いだものの，特に臭いは感
じられなかった．なお2019年7月22日に個体を確認し
たところ，絶命していた．個体は80％エタノール水溶
液に浸して保存した．
さらに，ジグモを発見した地点から10mほど離れ

た地点に同属であるワスレナグモ（Calommata sig-
nata）の住居を発見した（2019年7月17日午後5時）
（図2）．
ワスレナグモは環境省により準絶滅危惧（NT）に

選定されている希少なクモである（環境省2019）．こ
れがワスレナグモの住居であると判断できたのは，入
口が糸でとじられていたこと，および内側がきわめて
細く丈夫な糸で裏打ちされていたことが，日本産クモ
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図1．採集したジグモ雌成体 図2．ワスレナグモの住居（左は出入口，右は糸の筒）
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類（小野2009）によって記述されたワスレナグモの
住居の特徴と一致したためである．
このことから，長崎大学文教キャンパスにはジグモ

と同所的にワスレナグモも生息していることが明らか
となった．なお，今回の調査で見つけられたのは住居
のみで，個体は見つけられなかった．

ジグモ毒液のGC/MS測定

2019年7月16日に採取した7．5µLのジグモの鋏角
からの毒液を，熱分解ガスクロマトグラフィー―質量
分析法（py-GC/MS）によって測定した．装置には，
長崎大学工学部化学・物質工学コース高分子材料学研
究室の多機能熱分解装置（Frontier Labs., EGA/PY-
3030D）が接続されたGC/MS装置（SHIMADZU,
GCMS-QP2010PLUS）を用いた．気化室温度は250℃，
カラム昇温は，40℃（2分定温）にして，1分間に10℃
ずつ250℃まで昇温した．キャリアーガスにはヘリウ
ムを用い85 eVの電圧下でイオン化した．図3に，得
られた py-GC スペクトルを，図4に py-MS スペクト
ルを示す．図3の横軸は保持時間／min，図4の横軸
はm/z，縦軸は強度である．
図3より，ジグモの分泌液は多くの成分の混合物で

あることが明らかとなった．なお，保持時間1～2分
に検出されたピークは，洗浄に用いたアセトンである
と思われる．ＡからＤの4つのピークについて，分子
イオンのマススペクトルを図4に示す．
図4のＡ～Ｃにはm/z91の分子イオンピークが検

出された．これは通常C6H5CH2＋（ベンジルカチオン）
に帰属される．よって，ジグモの毒液にはベンゼン環
を有するいくつかの芳香族化合物が含まれているもの
と考えられる．なおＤにはm/z91のピークが検出さ
れなかったため，ジグモの毒液は芳香族化合物に加え
て脂肪族化合物も含む多くの成分の混合物であると考

えられる．
ジグモの毒液に関する文献調査を行ったところ

（Gopalakrishnakone 2016），ジグモの毒液の化学分
析がこれまでに行われたことはなく，本測定が初めて
であると考えられる．

ワスレナグモの長崎県内における分布

これまでに長崎県でワスレナグモの個体が採集され
たのは1952年に大村市（山口1953），2006年に諫早市
（新海2007），2013年に諫早市（森田・奥村2013），
2014年に平戸市（相知2015）である．なお西彼杵郡
時津町でも2016年に採集されているという（奥村ら
2017）が，長崎市内でワスレナグモの生息が確認され
たのは，知る限り，今回が初めてである．
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図3．ジグモが分泌した毒液の py-GCスペクトル
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図4．ジグモが分泌した毒液の py-MSスペクトル
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